
ｃｈ１．外気温度　　　　ｃｈ２．モイスレガート入りケース（実験用）
ｃｈ３．外気温度　　　　ｃｈ４．空ケース（実験用）

実験開始時　  外気温度 ２３.７℃　  ケース内湿度 ５９.０％

モイスレガート有りケース
最高外気温度・ケース内湿度　　３９.６℃　　５９.０％
最低外気温度・ケース内湿度　　　６.１℃　　４７.０％
平均外気温度・ケース内湿度　　２３.７℃　　５２.１％

モイスレガート無しケース
最高外気温度・ケース内湿度　　４０.１℃　　９０.０％
最低外気温度・ケース内湿度　　　５.７℃　　４５.０％
平均外気温度・ケース内湿度　　２３.７℃　　６０.９％

実験結果

モイスレガート有りケース
外気温度（６.１℃→３９.６℃→６.１℃.）が急激に３３.５℃も上昇、
降下しているにもかかわらずケース内湿度（約５０％⇔約５５％）は
約５％の変化しか見られない。（実験開始から湿度の安定までを除く）

モイスレガート無し空ケース
外気温度が10℃高低するだけで湿度は約１５％変化し、
外気温度（５.７℃→４０.１℃→５.７℃）が、３４.４℃の上昇、降下をすれば、
ケース内湿度（約８６％→４５％→９０％）は最大で４５％の変化が見られた。
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実験実施場所　三洋化成工業　 SAP応用分社 株式会社エルプランニング

温度の高低によるケース内の湿度変化の実験データ（実験室）　　


